
CMS診断サービス
CMS：Chemical substances Management System（製品含有化学物質管理システム）

◼ 自社のCMSが新たな法規制に対応できているか知りたい
◼ 自社のCMSの弱みを強化したい
◼ 自社のCMSをこれから構築したいが、どこから手を付けてよいかわからない
◼ 自社に診断員がおらず、診断スキル・工数が確保できない
◼ サプライヤのCMSの仕組み構築や運用・管理状況を把握したい

鉛、水銀、カドミウムなどの人体や環境に有害な化学物質の管理は、グローバルレベル
で求められており、各国法令により規制がされています。また法規制は常に変化しています。
電気・電子部品や機器などの製造販売企業において、法規制を遵守し、製品に含まれる
有害な化学物質を適切に管理することは必須です。
製品に含まれる化学物質を管理するためには、管理システムを作り、PDCAサイクルが
回す必要があります。
本サービスは、お客様やお客様のサプライヤの製品含有化学物質管理システム(CMS)の
状態を診断し、改善に向けたご提案をいたします。

こんなお悩み・ご要望はありませんか？

サービスの特徴

◼ 富士通のお取引先2000社に対し、製品含有化学物質管理システムの診断実績を
持つ当社の診断員が対応

◼ 単なる適否判定ではなく、診断結果からの改善施策の提案が可能
◼ 様々な製造プロセス（例：加工、実装）や販売プロセス（例：商社）に応じた診断が可能

サービスの概要

◼ JIS Z 7201*ベースのチェックシートを活用した診断
◼ 国内だけでなく、中国での対応可能

* 日本工業規格
「JIS Z 7201 製品含有化学物質管理－原則と指針」
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お問い合わせ先

BS5-016PAS-6Copyright 2021 Eurofins FQL Ltd.

ユーロフィンFQL株式会社
https://www.eurofins.co.jp/efql/contact

9時～17時 土・日・祝日・当社指定の休業日を除く

サービス内容

• 診断（標準：国内1日/拠点、海外2日/拠点）は、現地で、診断員1名で行います。

• いずれのサービスも診断員派遣費（交通費・宿泊費など）を別途頂戴いたします。
• 診断対象のCMSが把握できるドキュメント量や納品物への記載内容により、所要時間が

増えるため、増額の場合があります。
• 改善指摘項目の対策支援は、別サービスで、別料金となります。

サービスご提供の流れ

◼自社に診断員がおらず、製品含有化学物質管理システムの確認ポイントが
わからなかったため、サービスDを活用し、海外のサプライヤを診断してもらった。
サプライヤの弱みに対し、対策提言ができ、改善できたのがよかった。

本サービスをご利用のお客様の声

事前打合せ（サービス内容、診断範囲、価格決定）（お客様／当社）

サービス ご提供内容 納品物 価格（税別）

A JIS Z 7201ベースのチェックシート
（JAMPのCiP管理ガイドライン第4.0版
ベーシック44項目）で診断

⚫ JIS Z 7201ベース

のチェックシート
20万円～

B JIS Z 7201ベースのチェックシート
（JAMPのCiP管理ガイドライン第4.0版
ベーシック＋アドバンスト57項目）で診断

個別お見積

C JIS Z 7201ベースのチェックシート
（JAMPのCiP管理ガイドライン第4.0版
ベーシック44項目）で診断

⚫ JIS Z 7201ベース
のチェックシート

⚫診断結果報告書
（当社指定書式）

⚫改善指摘項目の対
策提言書
（当社指定書式）

D JIS Z 7201ベースのチェックシート
（JAMPのCiP管理ガイドライン第4.0版
ベーシック＋アドバンスト57項目）で診断

チェックシートへ自己診断記入（お客様／お客様のサプライヤ）

事前準備（CMS把握ドキュメント入手、ヒアリング項目抽出）（当社）

診断（当社）

納品物送付（当社）


